
財務省 平成 30 年度予算執行調査について 

国土交通省道路局 

国道・技術課 

道路メンテナンス企画室 

環境安全･防災課 

平成 30 年 7 月 6 日に財務省ＨＰ※にて平成 30 年度予算執行調査の結果

が公表されました。『社会資本総合整備事業費（道路事業等）』については、

次のような指摘がなされており、今後とも調査・情報共有を進めていきま

すので、ご協力のほどお願いします。 

【指摘内容】 

1．効率的・効果的な老朽化対策 

(1)交付金事業と地方単独事業の連携強化 

老朽化対策への重点配分にあたり地方単独事業との連携を考慮する

など、防災・安全交付金事業と地方単独事業の連携による効率化を促進

するような方策について検討するとともに、今後も、連携状況を継続的

に調査し、好事例を整理・横展開すべきである。 

(2)新技術や一括発注の活用 

NETIS に登録されている新技術のうちコスト縮減効果の高いもの

を中心として、効果的な発注方法を含め、その活用方策を地方自治体に

周知するとともに、重点配分にあたり新技術活用を考慮するなど新技

術活用によるコスト縮減を促進するような方策について検討すべきで

ある。その上で、今後も、新技術の活用状況を継続的に調査し、好事例

を整理・横展開すべきである。 

※参考：平成 30年度予算執行調査の結果を公表します（財務省ＨＰ） 

https://www.mof.go.jp/budget/topics/budget_execution_audit/fy2018/sy3007/3007b.htm 
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